
屋久島植物採集記

1964年 7月20日
神戸市立北須磨小学校藤岡昇、町口篤弘、和田岬小学

校山崎孝、妙法寺小学校谷口| 専の諸氏と筆者の 5人が、
それぞれ重いリュックを背負レ中突堤に集合。互に顔を
見あわせ荷物の重さをくらべあう。中味は新聞紙、米、
寝具、雨具など。 6 月中旬よりたびたひ、集まり、打合わ
せを重ね、いよいよ屋久島への採集行。皆の顔に喜びが
あふれでいる。
17時半乗船、定刻18時出帆。冷房の効いた船中でぐっ

すりねむる〉
7月21日
7時別府着3 山登りのトレーニングとて、 リュックを

背に別府駅まで歩く。この荷物で登山は不可能かと思わ
れるほど重い。途中たびたび休み、 リュックをずり上げ
る。
列車を待つ聞に駅前で朝食。 7時55分発の準急日南号

物の移りかわりを楽しみながら鹿児島へ。
飛行機の予定が、荷物が重すぎて超過料も多レので船
にすることに決める。地方公務員宿舎さつま荘へリュッ
クを置き城山へ採集に行く O アマクサシダ、ハチジョウ
カク、マ、ハマホラシノブ、オオバチドメグサなどを採
集。城山のトンネル入口の斜面にあるコササキヒ‘の群落
が特に自につく。
夕方港へ行き船便をしらべるも、 22日はなし。夜相談
の結果桜島へオオヤグルマシ夕、サクラジマイノデを見
に行くことにする。
7月22日
朝食後、小雨の中を桜島へ。東桜島出張所をたずね、

湯元の風穴のある所を聞く。所長さんのご厚意により案
内の人をつけてもらう。
案内の人のでてくるのを待つ問、出張所付近を採集。
フジウツギ、セン夕、、ン、ヤブマオ、イタドリ、 タマシ
ダ、メドハギ、ススキ、 トゲソパ、アコウ、ツユクサ、
オヒジワ、キレバヤプソテツ、クサギ、ハマスゲなどが
みられる。しばらくして、案内の人が来る。雨の中の登
山はよく蒸す。農家の庭先にハヤトウリの花や突が目に
つく。ムラサキネズミノオの穂が美しい。 40分ばかりで
風穴につく。
昔はミカン等の保存に利用したとの話。 100 C 位で大

藤 本 義 H百

変涼しし、。ここのオオヤグルマシ夕、サクラジマイノデ
が天然記念物に指定されてレるため、写真をとるだけに
とどめる。周囲にはキヨタキシダ、イノモトソウ、ゼン
マイ、ウラジ戸、タニウツギ、ナカ、パノモミジイチコ¥
ツワフキ、フキ、ヤツデ、ヒサカキ、ヤマブキ、ウリカ
エテが生え、上層をスギが覆ってし、る。
30分ばかり見学の後下山、所長さんにお礼を言レ、海

岸に出て昼食。
この辺の海岸は熔岩でできているため荒削りな感じが

強レ。生育してし、るものの多くはツユクサ、センダング
サ、ケカモノハシ、ネズ i ノオが多く、これらの後方に
オオマツヨイクサ、ハマナタマメ、イヌタテ、ヒナタイ
ノコズチ、オニヤブソテツなどがある。斜面の上泊、らは
アコウの大木が気根を下ろしてし、るのも面白し、。
袴腰の村営水族館を見学して夕刻さつま荘に帰る{ さ

つま荘より桜島の噴煙をあかず眺める c
7月23日
屋久島丸で鹿児島港を 8時出l机。思ったより大き L、

船、それに冷房がきいているので快適。途中晴れわた
り、波もおだやかc 宮の浦に寄港し、安房には14時30分
着、 i中ヵ: かりしてはしけに乗る。上院後すぐ営林署に行
き採集の手続きをする。
地理不案内と荷物の大きレのにまこま ζ してし、るうち
に、小杉谷行きのトロッコがでてしまう c 路傍に荷物を

壬ツテヨム
置き相談。先ず尾の聞に行き本宮岳に主主ることにする。
ノミスて、「尾の間」へ、下車後停留所前より旅館湯之峯

荘まで約 1.5km を農協の三輪トラックに便乗。
祝園さんの祭りで、夕方に旅館の庭で士地の若者達の
奉納の踊りが催される ν

尾の間より見た木寓岳
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夕食までの約30分間に泉i原を見に行く。 2 m近いヘゴ

などが繁茂してL 、るぺ
7月24日
尾の間より原までハスで出る O 原より本富岳に主主るυ

十クララン、イタチカヤ、ハマホラシノブ、シラタマ
カズラなど採集しなヵ、ら海抜 300m位まで道に迷うこと
もなく行くが、この辺より背丈をこすウラジロの林にな
り道を見失う。植林された杉林を通り岩壁の上に出ては
方向を見、道をさがすも進めず、少し道らしレ所を進ん
では引き返えしたり υ

本富岳登山記録の略図とーユーの地図、それに高度50000 
言| 、グリノメーターで方向を決めて登りにかかるもウラ
ジロのジヤングソレにさえぎられ進めず。
やむなく引き返して谷川へ下りる。水のないのを幸レ
に谷川を採集しながら進む。エダウチホングウシダ、へ
コ¥ ツノレラン、リュウキュウヤプラン、ハマホラシノ
ブ、ショウキラン、ササクサ、ケイヒラン、ガンセキラ
ン、ナンカクランなどが谷の両側に多く見られる。
500m近くでおそし、昼食。 コクラン、 ミヤマムギラン

が多くなる。滝のように流れる汗。しまいには目に入っ
ても痛みもないc 全身ずぶぬれとなる。道でない所をわ
け登るので時聞がかかり、また体力の消耗がはげしい。
15時過ぎ、大きな岩場の下にでる「このあたりはナッ
ツパキ、シイ、アカカシが上層を占め、中層にはカナク
ギノキが拡がる。低木層にはアオキ、アオモジ、カナク
ギノキかあり、地表近くにはマンリョウ、トウゴクシ
ダ、ホソベオオカグマ、ユノ i 不シダ、サワアジサイ、
エダウチオ、ングウン/ 夕、キジノオシ夕、 i ヤマウスラ、
サクラツア j 、カンセキランなとか点在している。樹幹
にはマメツタがたくさん着生している。標高は 660押人
傾斜42¥ 方位N W . 3 0 0である三
岩場に沿L、西に 2001九ばかり移動して、また急傾斜面
の林をよじ登る。 720mの所に大きな岩があり、アツイ
夕、キクノミコケシノブが見つかる。落葉をかき分けると
ヤマグノレマ、アス、キカイ、 トノサマギセルが見つかる。
小休止の後また登る。ナッツバキ、カナクギノキなど

が茂りうす暗し、。これらの地表より 1れくらいの樹幹に
クモラン、マメ Y、夕、 f ヤマムギラン、ムギランが着生
している。点々と露出している岩上には t ヤマムギラ
ン、アツイ夕、ムギランが着生O 地表にはツノレラン、カ
ンセキラン、コクラン、 トクサラン、 ミヤマウズラなど
がある。携帯土壌p H測定器で、しらべると 6
す。
ガスがかかり、時刻も17時を過ぎたので登頂を断念L 、
もとの道を下りる O

200m近くまでくると谷川に水が 11品、に流れ下れず。

やむなく尾根へでることにしてウラジロの林に突入。丈
の高いウラジロだけに手でかきわけるくらいでは進め
ず、体ごとぶっつけて体重でおしわける。数m 行つては
交替しながら進む。ウラジロの胞子を充分に吸う。旅館
でこの話をすると、道を迷わずに登れば小学生でも 2時
間余りで頂上にでると、でもこの行程は苦労が多かった
が、かえって収穫が多いのだと思う。
7月25日
10時頃まで昨日の採集品の整理と荷造り、発送にかか
り、 11時のノくスで栗生へ向う O

午後栗生中学をおとずれ、ツキイゲ、タイワンカモノ
ハシ、メヒノレギの自生地、アカウミガメの産卵について
尋ねる。
ちょうど東京教育大学の藤原先生がアカウミガメの研

究で来ておられるとの話で、早速同校の理科室に行き、
話を伺がう Q その要点を略記すると次のようである。
産卵期間
産卵時刻 A . M .  
産卵回数年 2回( 上記の期間中に)

静化日数 50日士 1 日早レのは40目、中には60日をこ
えるものもある。

成亀の甲長

3 %が残る。またここの亀は屋久島の陸棚にすみついた
ものであろう。亀の餌は甲殻類、藻類が主である。産卵
時に涙を流すのは悲しレとか苦しレとかでなく、潮風が
涙! 僚を刺戟するためであるなど面白い話を伺がう O

栗生中学ではこの海岸にくるウミカメの採卵権を持
ち、町民達は一切とらず、中学生から購入してレる。中
学ではこの費用を文化施設費につかうとの話、卵は 3個
10円で求められt::.o
中学校で飼育しているヤクシカを見て砂浜にでる。ツ
キイゲの群落に目をみはる。キキョウラン、モンカタメ
ご、ボタンボウフウ、ワラビ、テンツキ、 ρ カマカス
ラ、グンノミイヒルカJ オ、ネコノシ夕、コウライシメ、ハ
マオモト、ノ、マナタマメ、シャリンメイなどの混生する
砂浜、屋久島で唯一の砂浜である。
小楊子jl¥尻の方に廻り、メヒノレギの群落を見る。白い

小さな花がーばL、についている。林の下には扇芽しかけ
た状態の呆突が多くみられる。
クロマツの林の前面にダンチクが大きく茂り、タイワ
ンカモノハシの群落が拡がる。
夜はウミガメの産卵を見に行く。 21時過ぎ 1頭があが
ってくるも見物人が気になったのか、波打際より 15mば
かり上ってすぐ引き返してしまっt::.o 23時頃、 4頭が前
後して上陸、産卵、暗闇で待つこと 10数分、産卵がはじ
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メヒルギの開花

ツキイゲの花序

まり電燈をつけてよく見る。背中に大きなカメフジツボ
がついている。 1時頃宿に帰る。
7月26日
昨晩、宿の主人に頼んでおレたので早朝より漁師が迎

えに来てくれる。土地の人のいうアンボウカニ( アサヒ
ガニ) 採集のため船をだしてもらう。
採集のしかたは40 x80cmの針金の枠に網を張り、真中

にトビウオのぶつ切りをつけたものを80枚近く、紐で 2

アサヒカ

カニの採集のあと平磯( 栗生の浜より約 1km沖合の磯)
の問に舟を入れ、岩礁で貝の採集をする ヤクシマタカ
ラ、ハナマルユキ、ハナビラダカラ、メンカタダカラ、
シボリダカラ、ヤコウカイ、ギンタカハマ、 トコブシな
どI l阿乱に各自 1杯以上とる J 思食のおかずにと漁師が潮

つぱL、にすく L、あげ、頭をとっただけの即席の刺身、美
味なのに驚く。
夕刻港に帰り、旅館へ帰る途中子供たちがヤクシマタ
カラ、ハナマノレユキを石や金槌で割って生食しているの
を見る。口のまわりを紫色に染めてし、る。 代ウマイカ"
と聞くと υウマイ" と L、う返事5 見てし、て殻のつふれる
のが勿体なし、感じっ
近所のおばさんが、 代ゆでた貝をやろう" と L 、うので

つL、て行くと、ジイカセ、フ、/ ツポ、ヒザラカザイ、カメ
ノテなとのゆでたものをくれる。少しもらって帰りこわ
ごわ試食する 美味なのに驚く。何でも食へてみること
だと改めて感じる
|  夕食の膳には昼の収穫アサヒカニがのるハ美味J 大き
| いのを 1匹ずつ標本にして持ち帰る晴をする。
7月27日

Hは幾重にもヒニーノレ袋に入
| れ宿封、その後急いで、小親子川に沿L 、さヵ、のほるつ
1  アマモシシラン、ヘコ、オオタニソタリ、シマオオタ
ニワタリ、クサマノレノ、チ、へラシ夕、十、ン〆ウ、/ 夕、ヤ
リノ十、クリハラン、ヌカポ、ングリハラン、シンテンウラ
ボシ、ヒメタカノハウラボシ、タカノハウラボシ、キジ
ノオシ夕、オオカナワラビ、 i ドリカナワフビ、マメツ
夕、ニセ、ンロヤマシダ、シロヤマシ夕、ヘヅカシ夕、シ
ロヤマゼンマイ、サイゴクホングヴシダなとゾダ植物の
多レのに警告く。措棄もそこそこに昼前のパスに采り安房
に向かう。車中居眠りの連続c

安房より小杉谷へは蛍林署の林用軌道があるか、これ
には便乗できなレ。代りに屋久島観光協会が、屋久島丸
の入港する日の午後 3時半に専用トロッコをだして L 、
る。運輸省の認可がなレからと、使用料名義で 300円の
乗車賃をとるが受け取りも何もなく、荷物代も 50円だっ
たり 100円だったり} 満員になると増結した無蓋事に乗
せて100円だったり、 200円だったり、女客であれば甘え
ると安くなる。とに角レL 、加減な料金で定刻j発車。よく
茂った木々のn司から谷底深くに満々と水をたたえた安房
川がちらつく。 20kmを右に左にまカ泊りながら 1時間半近
くかかって終点小杉谷へ。途中屋久杉の原生林を眺め、
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広葉樹の大木を見ては着生植物はし、かにと目をこらす。
小杉谷の蛍林署事務所で証明書を見せ諒解を得るザち
ょうど小学校の下校時( 高学年) で¥ 石塚へ帰る生徒の
専用トロッコがあるので便乗を頼み石塚の営林署公民館
へ行く。
ここではじめて自炊、コップエノレ、米、シュラフ等が

役だっO 手わけをして炊事にかかる。谷口氏が燃料の代
わりに電熱器を持参、これが炊事の花形となる。しかし
燃料、コッフエノレ、シュラフは別として重し、米、かん詰
め類は営林署の売庖で入手できるのに、本当にご苦労さ
んなことだったのしかも料金も神戸と変らぬのに。
夜はじめて雨、どしゃ降りとなる。| 需でも獄山決行に

決め、弁当、朝食を準備、明日を安じな泊、らねる。
7月28日

2時に花の江河で会うよう打ち合わせる。 2人は花の江
河より上を主に、筆者等 3 人は花の江戸jまでを調べるこ
とにするコ少しおくれて 4時半H1発 3 昨夜の "I'H も晴れ

が、われわれは晴天に恵まれてレる。

軌道に沿って萱りながら採集をはじめる。石塚で標高
120m、タカノハウラオ去、/ 、 ヒメハシコ( ' /ダ、 ンケチシ
夕、ハシゴシダ、ホン〆ウ三ノ夕、ユノ i ネシタと相変ら
ずνダが多し、c その聞にチャボホトトギスかまじる。ヒ
ヵゲツツジの手ごろなのがたくさん生えてし、る。きりた
った斜面iにはモウセンコケ、ヒカゲノカズラカるみられる c

940'1L 付近ではナッツノLキ、ヤクスギ、ノリギリ、リ
ヨウプ、コ、/ アフラ、ウラレ/ ロイチコ、キッコウノ、グ
マ、モミジノミハグマ、 リンコアパキなと‘がみられる O

L100 n 位まではヤクスギの伐採したあとで自L 、肌を
みせた切り株がころころして、白骨の散らばったような
風景。 1.160川から軌道もなく、よく茂った山の中の小
径となる。ヤクスギ、ナッツノ; キ、ヤマグノレマが高木層
を占め、低木) 爵にはナアツハキ、 リヨウブ、 ミツパツツ
ン、 ヒサカキ、 オオカメノキがあり、その下にベニシ
夕、キ j ノオシ夕、タムシノ¥ コヨウオウレン、ハリギ
リ、フタリシスカ、ヤマボウ、ンなどが生えてし、る。
1， 340mになりヤクシマシャクナゲが見られる。その

辺の樹木を注意してみるとオオクボシタヵ、ついてレる c

ホツソシの花カ1美しL 、さ

1， 500予札付近からヤクシマシャクナウの大木がでてく
る。この辺のヤクスギはuli径 3 m近くもあるが低く、先
は枯れて白い樹肌を見せている c

14時頃花の江河の山小屋跡Mこっく 2 雪のためつぶれて
いる。付近に黄色のテントが散在してL、る。
小屋跡より 300mばかり進み湿原につく。湿原の片す

みに R 悶 iI公開、花の江河、 1，700771." と大脅した" i r . 札

がある。 3人で，i己念撮影をして昼食コ
11草原の水たまりにはヒキガエノレのおたまじゃくしが泳

レでいる。シノミ、コケオトギリ、ホザキノミ : カキク
サ、ウメハチソウ、モウセンゴケ、ハイキンボウケマが生
え、湿原の土壌はミズコケからできてし、る C

花の江河から宮之浦l岳、永田岳ーまで約 2時間で行ける
と、下山してきたキャンノ tー達の活。しかし石塚まで帰
る4 とを考えて断念。 15時頃にようやく先発の 2人が下
山してくるつ宮之浦岳頂上付近にはヤクシマヤダケが群
生しているとの話。もう 1度 5人で立札を背景に記念撮
影をし、 16時前に下山。

民館につき食事。
藤岡氏は前の家にあるヤクシマシャクナゲをゆずって
もらうへく交渉にでかける。約 1時間ばヵ、りして笑顔で
帰ってくる。 1斗樽に植えこまれた高さ50cmばかりのヤ
クシマシャクナゲで、よく茂り手入れがゆきとどいた見
事な品。 3年間作りこんだとL 、うだけに活着間違なし、
茨・やましし、がぎり。

花の江河で( 標高1700m)
藤本藤岡山崎 U1r口将仁1

24時すぎ、シュラフにもぐり込む。
7月24日昨日の採集品の整理、荷造りに昼までカ a か

り、昼食後小杉谷まで採集。筆者と山崎氏の 2 人は安房
にでることにする c 他の 3人はもう 1 t : l 石塚に泊ること
にする G

小杉谷より 5人揃って 3代杉の見学に付く。初代は横
になり空ろで. その上にまたがるように 2代が仲び立ち
村れ、その上に 3代円のスギが伸長してし、る。高侃多i昼
という条件がこのような生育を遂げさせたものだろうっ
近くで作業してレる人達に聞くと、もっと上には↓うし
たスギがたくさん見られるとのこ二と。ウイノレソン株は逮
L  、という話でやむなく 3人と別れ引き返すの
トロッコに満載した杉丸太の上に乗せてもらレ、ゆら

れながら30分余りで小杉谷につく c

小杉谷より先日の屋久島観光のトロッコに乗る O ヘ
ゴ、クワスイモなどを見ながら下る O 安房に18時半頃に
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着く。こでまた料金、下りは我々の外 3人しかし、なカ i

ったが、我々 2人の荷物が大きし、からと荷物代を請求さ
れる J 交渉の結果 111日30円にするつ下りの料金200円也勺
IUに残った 3人分の採集品と自分の荷物をかつぎ、よ

たよたと 200mばかり離れた安房館にたとりつく。
荷物の整理、今日の採集品の整理、発送準備をしてゆ
っくり手足をのばす夜はとしゃ降り内
7月30日
採集11flの発送をしたのち、午前中は軌道に沿¥ " 5  kmば
かり蛍るーイタチガヤ、ホラシノブ、ヒカゲノカスラ、
ヘラゾ夕、コシダ、コブナグサ、ヌメリクサ、チトメク
サ、ササクサ、ササキビ、ススキ、モウセンゴケ、へコ
などが軌道沿いの掘り割りの崖に生えてL、る O

イタチカヤは水平な地面にはなく傾斜が 800 位のとこ
ろに生育してし、るのも面白し、。
へコ、の30cmば方、りの株を抑りとる。オオタニワタリ、
クリハラン、ヌカボシクリハラン. へラ、ンダ、ホンダウ
シタと相変らずシタが多L 二
午後は海岸にでる。珊瑚礁の侵蝕された海岸で、後方
にクロマ Y の林カ‘あり、クロマツの疎林にはヒトモトス
スキ、タンチ夕、ハイキヒカ: 混生してし、る。その前には
ネコノシ夕、ハマゴウ、コウライシバ、スナシバ、オニ
シパ、ケカモノハシなどか生える。珊瑚礁の割れ目の聞
にはコウライシメが点々とっき、黒一色の海岸にいろど
りをそえるこ

(ル下 p.85より)

タイドプーノレがあちこちにあり、その中にはシラヒゲ
ウニ、オキナプJ戸ニ、ショウジンガニが見える。色の鮮や
かなチョウチョウウオなどが泳くれ本州ではなかなか見
られないところだの磯採集を夕刻まで続けて旅館に帰
る。小杉谷より下山した 3人と合流、互に無事? を喜こ
ぶ。収穫物を見せあし¥ 整理や荷造りをする。
磯採集の時とったナガラメ 5011/11あまりを肴に乾杯、屋
久島最後の夜を痛飲し歓談する
7月31日
台風気味でうねりが大きし、υ 朝 B時半出帆の折田丸に

乗る。屋久島丸より小さし寄港地も多く時間がかか
る。それによく格れるD

鹿児島湾近くより IJ目| 出品が美くしし、姿を見せるコ 16日時
半鹿児島入港υ すく、駅へ、 17時半発大| 波行の急行城山号
に乗車、わりに混むも座席を確保で、きる。うとうととま
どろみながら一路神戸へとむかう。夢は次の採集地礼
文、利尻をたどる。
8月 1 日
13時神戸帰着、それぞれの採集品を抱え家路に向う。

この採集行を通じて雨にあったのは桜島と栗生より安
房に向うノミスの中で20分ばカ k り、それに石塚に泊った
晩、安房に泊った晩で、結局屋久島で採集r-I"には雨にあ
わずで本当に天候に恵まれた採集行であった。

:1:る川に沿って下れば、宍粟郡福知渓谷へ。途中合流す 15日寺40分川上発のパスにのる J ハイカーが多し、のでー
ナガソ |  

る川に沿って上れば、千町峠へゆく長常に出る。長曽か | 杯になる c しかし、長谷で殆んど皆おりてしまし、、寺前
I?Ll:JII上にもどる峠( ノ、タギリ越) もあるので、一巡出 !  まて来る人は殆んどなかった。
米る変化あるコースがとれる o ( 長曽ではキブネギクの |  稲田氏は川上に住み付近の柏物を調査されてし、るか、
大群自由が稲田氏等により発見されてし、る。早速ノレリデライヌワラビを発見されてL、る。ノレリデライ
どのコースをとろうかと相談したが、川とまで引き返 |  ヌワラビは名のとおり船越山瑠J禽寺で発見されたもので

すことにするこ iあるが、その後稲田氏により雪彦山ででも見つけられて
下り道は、モ: の木まで沼道をとるO 開拓小屋の機の I  ¥， 、る， 0 これで 3 カ所目の発見となった。木県内も詳 L

道を谷川に治って下る急斜面である。所々モ f ノキが残 |  くl凋査すればこのような新しレ発見は次々 Hiてくるもの
ってし、る程度で大木はなレ。ノ、パヤマボクチ、チドリノ i  と忠われる。
キ、 ミカエリソウ、ウワノミミソウ、へビノネゴザ。 I 今後の稲田氏の精進を祈り関所記念採集会記録を終え
モミの木の所で上って来た道と合う。皆胴乱が一杯に l るr

なったのか採集せず、どんどん下るだけだっ

稲田楠物研究所は、砥峯高原ロッジを併設し、宿泊設備を設けている。大勢行っても附近の民家を利用して受
入れることが: 1 : 来るとのことであるので、林間学校に、登山基地として、また植物採集に大いに利用されるよう
おすすめする
山をへだてた生野町栃原谷にも播州高原栃原ロッジがあり、経営者の西村公夫氏は昆虫・植物の研究家でもあ
るので砥峯高原ロッジと両方利用すれば、さらに多くの活用方法が考えられる。
詳細については、神| 崎郡大河内町川上、稲田植物研究所に照会願レたレ。
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